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2015年ストックホルム
民族学博物館茶室
「瑞暉亭」整備事業

1,000

施設の建設
又は整備

The National
Museums of World
Culture/Museum of
Ethnography

重点

京都・安井杢工務店より数奇屋職人（大工、左
官、監督）を招聘し、茶室「瑞暉亭」の経年劣化し
た部分の補修と取り替え修理を行った。
また、博物館の職員にも、今後のメンテナンスに
活用してもらうため、日本の匠の技術を見習い、
習得してもらった。

茶室改修工事を通じて茶室のことを多くの人に
知ってもらうことができた。
博物館は当年を日本年として「瑞暉亭」を中心に
日本文化の展示を通じて日本文化の理解と促進
に大きく貢献している。
茶室や茶道に対する興味ばかりでなく、日本に
対する興味を持つ来場者が増えつつある。

http://www.varldskulturmuseerna.se/etnografiskamuseet/program/japa
nska-tehuset/
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事業実施により実現できた具体的効果・成果
事業名 事業区分

事業者名
実施期間

URL

【実施地等】
スウェーデン王国ストックホル
ム市

2015/4/20～2015/5/8【実施期間】


